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社
会

変
動
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経
済
協
力

－
発
展
途
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国
の
工
業
化
と
社
会
変
動
ー

十

時

嚴

周
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変
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経
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イ
ン
ド
ネ
シ
ア
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工
業
化
過
程

フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
の
工
業
化
過
程

結
語1

工
業
化
と
社
会
変
動

　
筆
者
は
か
つ
て
日
本
経
済
が
成
長
指
向
型
の
波
に
乗
り
は
じ
め
た
一
九
六
三
年
頃
に
、
明
治
以
降
の
日
本
経
済
の
特
殊
日
本
的
な
発
展
過
程
を

文
化
人
類
学
的
な
視
点
か
ら
解
明
し
よ
う
と
し
、
『
工
業
化
過
程
に
お
け
る
文
化
動
態
に
つ
い
て
1
日
本
工
業
化
過
程
に
関
す
る
一
試
論
1
』

（
法
学
研
究
第
三
六
巻
四
号
昭
和
三
＋
八
年
）
の
論
文
を
発
表
し
た
。
論
文
の
要
旨
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
つ
た
。
工
業
化
を
指
向
す
る
社
会
（
具
体

　
　
　
社
会
変
動
と
経
済
協
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
（
一
二
二
五
）



　
　
　
社
会
変
動
と
経
済
協
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
（
二
三
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
タ
ノ
　
エ
コ
ノ
ミ
ツ
ク
ロ
ン
ス
テ
ム

的
に
は
国
家
を
単
位
と
す
る
大
社
会
）
は
、
工
業
主
義
と
よ
ば
れ
る
新
し
い
『
技
術
・
経
済
体
系
』
の
伝
播
を
受
容
す
る
こ
と
に
ょ
つ
て
、
自
国
文
化
と

工
業
主
義
と
の
間
に
生
ず
る
文
化
変
容
の
過
程
を
進
む
、
と
い
う
こ
と
で
あ
つ
た
。
一
国
工
業
化
、
一
国
経
済
発
展
の
流
れ
を
文
化
変
容
過
程
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ル
チ
ユ
ラ
ル
じ
ダ
イ
ナ
ミ
ノ
ク
ス

し
て
と
ら
え
る
と
、
文
化
変
容
過
程
に
作
動
す
る
受
容
、
拒
否
、
修
正
、
再
解
釈
等
の
『
文
化
動
態
論
』
の
分
析
モ
デ
ル
を
援
用
す
る
こ
と
に

よ
つ
て
、
一
国
工
業
化
、
一
国
経
済
発
展
の
非
経
済
的
文
化
的
独
自
性
か
解
明
さ
れ
る
と
す
る
理
論
構
成
を
展
開
し
た
の
で
あ
つ
た
。
論
文
発
表

以
来
十
数
年
、
そ
の
理
論
構
成
に
つ
き
筆
者
は
、
い
ま
も
な
お
そ
の
独
創
性
と
適
切
性
に
い
さ
さ
か
の
疑
問
も
い
だ
い
て
い
な
い
。

　
一
九
六
四
年
、
更
ら
に
筆
者
は
、
文
化
変
容
と
し
て
の
工
業
化
過
程
の
一
連
の
連
鎖
反
応
的
な
変
動
過
程
に
注
目
し
、
そ
の
間
に
あ
る
種
の
法
則

　
　
ヤ
　
　
ヤ

的
な
動
き
が
み
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
工
業
化
を
起
点
と
す
る
社
会
変
動
の
『
連
関
図
式
』
の
構
成
を
試
み
た
。
そ
の
頃
、
社
会
学
の
研

究
分
野
で
近
代
化
論
の
論
争
が
盛
ん
で
あ
つ
た
こ
と
と
も
関
連
し
、
『
近
代
化
の
諸
過
程
に
つ
い
て
ー
近
代
化
に
関
す
る
通
文
化
的
研
究
の
た

め
の
作
業
仮
説
1
』
（
法
学
研
究
第
三
七
巻
七
号
昭
和
三
九
年
）
と
い
う
表
題
の
も
と
に
そ
の
理
論
構
成
を
発
表
し
た
。
論
文
の
概
要
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。
当
時
の
論
争
に
み
ら
れ
た
近
代
化
の
概
念
は
、
O
経
済
発
展
お
よ
び
そ
の
手
段
と
し
て
の
工
業
化
の
推
進
を
自
明
の
前
提
と
し
て
い

た
こ
と
、
お
よ
び
⇔
工
業
化
U
経
済
発
展
推
進
の
方
法
に
過
去
の
欧
米
型
発
展
過
程
あ
る
い
は
日
本
型
発
展
過
程
を
モ
デ
ル
と
し
て
定
式
化
し
ょ

う
と
し
た
こ
と
、
そ
し
て
匂
当
時
の
低
開
発
国
の
開
発
路
線
も
し
く
は
努
力
目
標
に
そ
れ
ら
の
モ
デ
ル
を
提
示
し
よ
う
と
し
た
こ
と
、
を
内
容
と
し

て
い
る
と
判
断
し
た
。
筆
者
の
考
え
で
は
、
一
国
国
家
社
会
が
工
業
化
を
国
家
政
策
の
根
幹
と
し
て
採
用
す
れ
ば
（
事
実
一
九
五
〇
年
代
以
降
国
連

参
加
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
独
立
国
家
は
工
業
化
を
国
家
政
策
の
基
本
と
す
る
経
済
政
策
を
指
向
し
て
い
る
）
、
工
業
化
の
核
心
と
な
る
特
定
の
技
術
・
経
済

体
系
に
適
合
す
る
一
連
の
諸
条
件
を
、
一
国
国
家
社
会
の
国
内
的
な
在
来
状
況
か
ら
必
然
的
に
創
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
努
力
な
く
し

て
工
業
化
の
前
進
は
あ
り
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
国
内
的
な
在
来
状
況
が
相
違
す
れ
ば
、
工
業
化
推
進
の
プ
・
セ
ス
で
必
要
と
さ
れ
る
戦
術
、
戦

略
も
必
然
的
に
相
違
し
て
く
る
筈
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
欧
米
型
や
目
本
型
の
既
製
の
発
展
過
程
を
『
型
』
と
し
て
他
の
工
業
化
過
程
に
提
示

す
る
こ
と
は
、
基
本
的
は
意
味
が
な
い
と
考
え
る
。
ま
し
て
、
そ
れ
ら
の
『
型
』
を
発
展
途
上
国
に
お
し
つ
け
よ
う
と
す
る
意
図
（
具
体
的
に
は
当



時
の
低
開
発
国
の
近
代
化
の
後
見
役
も
し
く
は
指
南
番
に
な
ろ
う
と
し
た
事
実
）
に
、
筆
者
は
過
去
二
〇
〇
年
に
わ
た
る
西
欧
諸
国
の
非
西
欧
世
界
に
た

　
　
　
　
　
　
エ
ス
ノ
セ
ノ
ト
リ
ス
ム

い
す
る
根
強
い
民
族
自
惚
主
義
の
陰
画
を
み
る
思
い
で
あ
つ
た
。

　
そ
こ
で
筆
者
は
、
前
述
の
一
九
六
四
年
の
論
文
で
、
O
在
来
規
制
力
（
各
国
家
の
文
化
的
歴
史
的
独
自
性
）
と
工
業
化
の
た
め
の
必
須
の
機
能
的

要
件
と
の
間
の
拮
抗
、
対
立
、
適
合
の
諸
関
係
、
⇔
始
動
し
は
じ
め
た
工
業
化
の
衝
撃
力
に
ょ
つ
て
も
た
ら
さ
れ
る
在
来
状
況
の
局
所
的
非
均
衡

的
変
容
過
程
の
進
行
、
日
在
釆
規
制
の
諸
力
と
工
業
化
の
衝
撃
力
と
の
間
に
発
生
す
る
力
動
的
諸
関
係
、
の
三
点
に
注
目
す
る
必
要
性
を
指
摘
し

た
。
こ
の
場
合
の
理
論
構
成
に
つ
い
て
も
、
筆
者
は
い
ま
な
お
そ
の
基
本
的
な
適
切
性
を
否
定
し
て
い
な
い
。

　
一
九
七
〇
年
代
、
工
業
化
を
起
点
と
し
い
つ
そ
う
加
速
さ
れ
た
現
代
の
社
会
変
動
は
、
前
述
の
二
論
文
で
展
開
し
た
理
論
枠
組
で
も
つ
て
、
今

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
も
な
お
基
本
的
な
解
明
が
可
能
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
工
業
化
を
起
点
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
社
会
変
動
の
『
連
関
図
式
』
を
筆
者
は
上
の
よ
う
に
図
示
し
た
こ
と
が
あ
る
（
拙
著
『
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
業
人
類
学
序
説
i
工
業
化
と
文
化
変
容
ー
』
世
界
書
院
昭
和
四
一
年
一
七
五
頁
）
。

式図
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
連
関
図
式
で
考
察
し
て
い
く
と
、
最
近
、
『
思
想
の
冒
険
』
（
鶴
見
和
子
・
市
井
三
郎
編

関　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
筑
摩
書
房
昭
和
四
九
年
二
頁
）
の
研
究
者
集
団
が
指
向
し
た
O
ホ
モ
ロ
ジ
カ
ル
・
ア
プ
ロ
ー

連動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
（
A
と
い
う
社
会
の
変
動
の
過
程
を
モ
デ
ル
と
し
て
構
築
さ
れ
た
理
論
を
用
い
て
A
と
い
う
社
会

変　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
分
析
す
る
方
法
）
と
、
⇔
ヘ
テ
官
ロ
ジ
カ
ル
・
ア
プ
ロ
ー
チ
（
A
と
い
う
社
会
を
モ
デ
ル
と
し

　｛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
構
築
さ
れ
た
理
論
を
も
ち
い
て
B
と
い
う
社
会
を
分
析
す
る
方
法
）
の
二
つ
の
方
法
の
う
ち
、

α　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
モ
・
ジ
カ
ル
・
ア
プ
・
ー
チ
に
よ
つ
て
各
国
社
会
変
動
を
ク
ロ
ス
・
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
比
較
研
究
し
て
み
ょ
う
と
い
う
の
が
筆
者
の
主
張
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
西
欧
工
業
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
年
の
歴
史
の
な
か
で
構
築
さ
れ
て
き
た
い
わ
ゆ
る
『
近
代
化
理
論
』
で
も
つ
て
、

　
　
　
社
会
変
動
と
経
済
協
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
　
（
二
三
七
）
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社
会
変
動
と
経
済
協
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
　
（
一
二
二
八
）

非
西
欧
社
会
を
分
析
し
ょ
う
と
す
る
ヘ
テ
ロ
β
ジ
カ
ル
・
ア
プ
β
ー
チ
に
筆
者
は
概
し
て
否
定
的
で
あ
つ
た
。
筆
者
の
措
定
す
る
『
近
代
化
』
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ネ
　
ノ

概
念
は
、
一
国
工
業
化
の
際
に
発
生
す
る
も
ろ
も
ろ
の
社
会
・
経
済
的
問
題
を
一
国
個
別
の
価
値
体
系
に
準
拠
し
て
解
決
し
処
理
し
て
い
く
プ
・

セ
ス
で
あ
る
、
と
規
定
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
在
来
規
制
要
因
の
多
様
性
に
ょ
つ
て
近
代
化
の
諸
過
程
が
多
様
化
す
る
こ
と
は
、
筆
者
に
と
つ

て
、
一
向
に
差
し
つ
か
え
な
い
事
柄
で
あ
つ
た
。

H
社
会
変
動
と
国
際
関
係

　
と
こ
ろ
で
、
最
近
筆
者
は
、
発
展
途
上
国
に
た
い
す
る
わ
が
国
の
経
済
協
力
に
関
す
る
調
査
研
究
に
実
際
に
従
事
す
る
機
会
を
も
つ
た
。
経
済

発
展
が
在
来
状
況
と
し
て
の
非
経
済
的
要
因
に
い
か
に
拘
束
さ
れ
る
か
を
検
討
し
た
『
経
済
発
展
に
関
連
す
る
非
経
済
的
要
因
に
つ
い
て
1
経

済
人
類
学
と
経
済
発
展
の
社
会
理
論
に
関
す
る
若
干
の
考
察
ー
』
（
法
学
研
究
第
四
五
巻
三
号
昭
和
四
七
年
）
の
発
表
が
契
機
と
な
つ
た
の

で
あ
る
。

　
発
展
途
上
国
の
現
状
は
、
筆
者
の
考
え
で
は
、
O
途
上
国
側
の
在
来
状
況
の
工
業
化
に
た
い
す
る
不
適
合
性
の
間
題
、
⇔
工
業
化
の
始
動
に
ょ

る
一
連
の
国
内
的
変
動
過
程
の
非
均
質
性
の
問
題
、
の
二
点
に
集
約
さ
れ
る
と
考
え
て
い
た
。
し
た
が
つ
て
、
当
該
国
に
た
い
す
る
援
助
国
側
の

経
済
協
力
活
動
は
、
e
工
業
化
の
た
め
の
当
該
国
側
の
国
内
条
件
の
整
備
、
⇔
工
業
化
に
よ
つ
て
発
生
し
た
当
該
国
側
の
社
会
的
不
均
衡
の
是

正
、
の
二
点
に
主
た
る
目
標
が
定
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
と
想
定
し
て
い
た
。
経
済
協
力
問
題
の
実
態
に
接
し
、
事
実
、
工
業
化
の
た
め
の
条
件
整

備
を
目
指
す
『
社
会
開
発
』
政
策
、
工
業
化
の
ヒ
ズ
ミ
を
是
正
し
よ
う
と
す
る
『
社
会
発
展
』
政
策
に
、
経
済
協
力
政
策
が
深
く
コ
ミ
ッ
ト
し
て

い
る
現
状
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
こ
と
自
体
は
問
題
で
は
な
か
つ
た
。
た
だ
問
題
は
、
一
国
工
業
化
の
推
移
は
そ
の
時
点
で
の
国
際

関
係
状
況
に
強
く
規
制
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
事
実
を
鮮
明
に
認
識
し
た
こ
と
で
あ
つ
た
。

　
一
九
六
〇
年
代
の
筆
者
の
変
動
論
の
展
開
で
は
、
当
時
の
世
界
的
規
模
で
の
工
業
化
の
急
速
な
『
伝
播
』
に
、
も
つ
と
も
強
い
関
心
が
そ
そ
ら



れ
て
き
た
。
低
開
発
国
の
近
代
化
（
奨
励
）
論
か
盛
ん
で
あ
り
、
南
北
間
題
は
ま
だ
現
在
の
よ
う
に
尖
鋭
化
し
て
い
な
か
つ
た
時
代
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
、
工
業
化
の
伝
播
と
先
進
国
に
ょ
る
後
進
国
へ
の
技
術
・
資
本
援
助
は
、
当
時
の
国
際
関
係
状
況
と
無
関
係
で
あ
つ
た
わ
け
で
は
な
い
。

米
ソ
ニ
極
構
造
の
国
際
状
況
が
自
由
諸
国
圏
で
の
近
代
化
論
の
直
接
の
契
機
と
な
つ
た
こ
と
は
、
当
時
の
マ
ル
キ
ス
ト
・
グ
ル
ー
プ
の
近
代
化
論

批
判
か
ら
み
て
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
問
題
は
、
一
九
七
〇
年
代
を
契
機
と
し
国
際
関
係
状
況
が
明
ら
か
に
変
質
化
し
た
点
に
あ
る
。
端
的
に
表
現
す
れ
ば
、
第
一
は
、
世
界

経
済
が
一
つ
の
シ
ス
テ
ム
の
枠
組
の
中
に
ま
す
ま
す
強
固
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
点
で
あ
る
。
単
一
の
世
界
経
済
シ
ス
テ
ム
は
、
い

う
ま
で
も
な
く
資
本
主
義
市
場
経
済
の
原
理
に
よ
つ
て
作
動
し
て
い
る
。
社
会
主
義
国
家
圏
も
、
世
界
経
済
の
領
域
で
は
そ
の
原
理
か
ら
逃
が
れ

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
発
展
途
上
国
の
工
業
化
過
租
も
、
こ
の
国
際
的
奔
流
か
ら
身
を
避
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
と
く
に

一
九
七
〇
年
代
前
期
の
石
油
危
機
以
降
、
こ
の
傾
向
は
ま
す
ま
す
激
し
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
第
二
は
国
際
政
治
の
変
化
で
あ
る
。
米
ソ
ニ
極
構
造
か
ら
急
速
に
多
極
構
造
化
し
た
時
代
の
変
化
は
、
一
国
工
業
化
に
た
い
す
る
工
業
先
進
国

の
対
応
の
姿
勢
に
顕
著
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
と
く
に
、
資
源
問
題
と
覇
権
問
題
を
ひ
つ
さ
げ
て
登
場
し
た
第
三
世
界
お
よ
び
第
四
世
界
の
国

際
政
治
に
与
え
た
衝
撃
は
甚
大
な
も
の
が
あ
る
。
南
北
問
題
と
し
て
の
工
業
先
進
国
（
ソ
連
社
会
主
義
経
済
圏
を
含
む
）
と
発
展
途
上
国
（
中
華
人
民

共
和
国
を
含
む
）
と
の
間
の
経
済
的
利
害
の
対
立
は
、
前
者
の
後
者
に
た
い
す
る
経
済
協
力
の
理
念
と
本
質
を
根
底
か
ら
変
化
さ
せ
て
き
た
よ
う

に
考
え
ら
れ
る
。
前
者
の
側
の
タ
テ
マ
エ
と
し
て
の
恩
恵
的
人
道
主
義
的
意
図
は
、
後
者
の
側
の
根
深
い
被
害
者
意
識
も
し
く
は
被
害
恢
復
（
賠

償
）
意
識
に
よ
つ
て
『
再
解
釈
』
さ
れ
る
。
ま
た
別
の
見
方
と
し
て
は
、
一
九
六
〇
年
代
の
自
由
諸
国
圏
で
の
経
済
協
力
は
協
力
対
象
国
側
の
独

裁
、
汚
職
、
腐
敗
を
招
い
た
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
見
解
が
、
ポ
ス
ト
・
ベ
ト
ナ
ム
以
降
と
く
に
強
く
な
つ
た
。
独
裁
、
汚
職
、
腐
敗
は
、
当
該
国

の
権
力
格
差
、
階
層
格
差
を
生
み
出
し
、
大
量
の
貧
民
と
極
貧
の
都
市
ス
ラ
ム
街
を
生
み
出
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
第
三
は
、
全
地
球
的
な
規
模
で
の
生
態
学
的
危
機
に
た
い
す
る
新
し
い
認
識
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
九
七
〇
年
に
設
立
さ
れ
た
ロ
ー
マ
・
ク
ラ
ブ
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の
最
初
の
『
ワ
；
ル
ド
・
モ
デ
ル
』
、
つ
ま
り
、
人
口
、
天
然
資
源
、
資
本
投
資
、
農
業
に
ふ
り
む
け
ら
れ
る
資
本
、
汚
染
、
の
五
つ
の
動
態
的
変

数
で
組
み
立
て
ら
れ
た
全
地
球
的
単
一
『
モ
デ
ル
』
の
影
響
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
。
人
口
の
爆
発
的
増
加
、
天
然
資
源
の
見
さ
か
い
な
い

浪
費
、
工
業
化
の
無
限
定
な
汚
染
の
繰
り
返
し
に
ょ
つ
て
、
全
人
類
は
、
先
進
国
も
途
上
国
も
一
切
の
区
別
な
く
、
一
つ
の
宇
宙
船
『
地
球
号
』

と
し
て
確
実
に
破
滅
す
る
で
あ
ろ
う
、
と
主
張
す
る
・
ー
マ
・
ク
ラ
ブ
の
警
告
は
、
明
ら
か
に
国
際
関
係
状
況
に
衝
撃
的
な
影
響
を
与
え
た
。

　
第
四
は
、
国
際
交
流
の
加
速
度
的
な
増
大
で
あ
る
。
と
く
に
、
宇
宙
人
工
衛
星
を
媒
体
と
す
る
全
世
界
的
な
規
模
で
の
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
網
の
拡

大
は
、
世
界
的
な
情
報
伝
播
の
拡
が
り
と
瞬
時
性
を
極
限
に
ま
で
高
め
る
こ
と
に
な
つ
た
。
同
一
情
報
に
よ
る
個
別
価
値
体
系
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト

は
、
世
界
社
会
を
一
つ
の
シ
ス
テ
ム
に
組
み
込
む
有
力
な
武
器
と
な
つ
て
い
る
。

　
以
上
の
諸
要
因
に
ょ
る
一
九
七
〇
年
代
の
国
際
関
係
状
況
の
変
化
は
、
一
国
工
業
化
過
程
を
基
本
的
に
制
約
す
る
よ
う
に
な
つ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
こ
で
筆
者
は
、
一
九
六
〇
年
代
に
は
工
業
化
の
始
点
を
（
イ
ギ
リ
ス
産
業
革
命
を
唯
一
の
例
外
と
し
て
）
外
部
社
会
か
ら
の
文
化
伝
播
と
し
て

と
ら
え
、
工
業
化
始
動
後
の
一
国
社
会
変
動
の
連
関
過
程
を
主
と
し
て
そ
の
内
生
的
要
因
か
ら
解
明
し
よ
う
と
す
る
立
場
を
と
つ
て
き
た
。
し
か

し
一
九
七
〇
年
代
の
今
日
で
は
、
工
業
化
に
ま
つ
わ
る
各
国
国
家
社
会
の
変
動
過
程
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
点
の
国
際
関
係
状
況
か
ら
発
生
す
る
外

生
的
要
因
を
、
そ
の
内
生
的
要
因
と
と
も
に
一
つ
の
シ
ス
テ
ム
化
し
た
図
式
に
組
み
入
れ
る
こ
と
に
よ
つ
て
解
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
考

え
る
よ
う
に
な
つ
た
。
筆
者
の
過
去
の
変
動
論
に
た
い
す
る
部
分
的
修
正
と
い
つ
て
よ
い
。

　
こ
れ
迄
の
欧
米
の
社
会
変
動
論
の
学
説
史
を
検
討
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
学
者
ス
ミ
ス
氏
は
、
最
近
、
古
典
的
進
化
論
か
ら
最
近
の
機
能
主
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ソ
ド
ノ
ユ
ア
ス

的
新
進
化
論
に
い
た
る
ま
で
、
変
動
論
の
主
流
は
つ
ね
に
社
会
の
内
生
的
な
諸
要
因
か
ら
変
動
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
立
場
を
と
つ
て
き
た
と
指

　
　
　
（
1
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摘
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
社
会
変
動
つ
ま
り
社
会
の
自
己
発
展
の
展
開
過
程
は
、
O
社
会
の
分
化
、
⇔
社
会
的
統
合
の
再
編
成
、
◎
適
応
能
力
の

増
大
、
の
歴
史
的
プ
冒
セ
ス
を
た
ど
つ
て
き
た
と
さ
れ
て
い
る
。
進
化
論
者
に
と
つ
て
は
、
社
会
の
適
応
能
力
の
増
大
は
社
会
進
化
の
鉄
則
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
ラ
イ
プ

る
。
そ
の
意
味
で
、
適
応
能
力
の
定
義
は
、
「
す
べ
て
の
社
会
シ
ス
テ
ム
に
深
く
埋
め
込
ま
れ
た
一
つ
の
『
力
』
が
あ
り
、
そ
の
力
は
社
会
の
一



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

連
の
構
造
的
変
動
を
ひ
き
お
こ
ナ
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
力
に
本
質
な
意
味
と
方
向
性
を
附
与
す
る
も
の
が
適
応
能
力
で
あ
る
」
と
規
定
さ
れ
る
。

す
べ
て
の
社
会
シ
ス
テ
ム
に
埋
め
込
ま
れ
た
『
力
』
の
内
生
的
発
展
過
程
と
し
て
、
す
べ
て
の
社
会
の
変
動
過
程
を
理
論
化
し
よ
う
と
し
た
の
で

あ
る
。

　
筆
者
の
考
え
で
は
、
こ
の
よ
う
な
機
能
主
義
者
の
変
動
論
は
、
過
去
二
〇
〇
年
に
わ
た
る
工
業
化
過
程
で
お
こ
つ
た
欧
米
社
会
の
歴
史
的
変
動

を
理
論
化
す
る
上
で
、
必
し
も
不
適
切
で
は
な
か
つ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
つ
ま
り
、
欧
米
社
会
の
過
去
二
世
紀
に
わ
た
る
変
動
過
程
を
モ

デ
ル
と
し
て
構
築
し
た
理
論
を
欧
米
社
会
そ
の
も
の
の
分
析
に
用
い
る
ホ
モ
ロ
ジ
カ
ル
な
方
法
と
し
て
は
、
か
え
つ
て
、
こ
の
種
の
機
能
主
義
的

理
論
は
そ
の
歴
史
的
事
実
と
整
合
的
で
あ
つ
た
と
い
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
理
論
を
ヘ
テ
ロ
ロ
ジ
カ
ル
に
非
西
欧
社
会
一
般

に
用
い
よ
う
と
す
る
点
に
、
そ
の
方
法
論
上
の
不
適
合
性
が
み
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
工
業
化
の
世
界
的
伝
播
以
後
の
非
西
欧
社
会

の
変
動
過
程
は
、
各
国
特
殊
の
歴
史
的
文
化
的
状
況
の
も
と
で
個
別
に
ホ
モ
ロ
ジ
カ
ル
に
研
究
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ク
ソ
ノ
　
ロ
ア
ス

　
前
述
の
ス
ミ
ス
氏
は
、
今
日
の
世
界
的
規
模
で
の
社
会
変
動
は
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
伝
播
論
を
援
用
し
て
構
成
さ
れ
る
外
生
的
な
パ
ラ
ダ
イ
ム

に
立
脚
し
て
研
究
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
主
張
し
て
い
る
。
「
変
動
の
諸
過
程
全
般
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
際
、
不
法
な
干
渉
、
伝
播
、

環
境
、
危
機
的
状
況
等
、
外
生
的
イ
ン
パ
ク
ト
を
無
視
す
る
既
存
の
理
論
に
依
拠
し
て
い
て
は
、
わ
れ
わ
れ
の
歴
史
を
凝
視
す
る
目
は
盲
目
の
状

　
　
　
　
　
　
（
3
）

態
に
さ
れ
て
し
ま
う
」
と
い
う
。
こ
の
ス
ミ
ス
氏
の
『
歴
史
社
会
学
』
の
提
唱
は
、
筆
者
の
変
動
論
と
同
一
線
上
に
あ
る
と
い
え
る
。

　
そ
こ
で
、
今
日
の
変
動
状
況
は
、
O
在
来
規
制
要
因
の
諸
力
、
⇔
工
業
化
の
衝
撃
力
、
㊧
国
際
関
係
状
況
か
ら
の
諸
力
、
の
三
点
か
ら
構
成
さ

れ
る
概
念
図
式
に
立
脚
し
て
分
析
さ
れ
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
繰
り
返
し
述
べ
る
よ
う
に
、
第
一
の
点
は
、
工
業
化
を
指
向
し
経
済
発
展
を
基
本
政
策
と
す
る
す
べ
て
の
国
家
社
会
は
、
そ
の
伝
統
的
文
化
、

歴
史
的
経
緯
に
規
制
さ
れ
な
が
ら
独
自
の
工
業
化
過
程
、
経
済
発
展
の
軌
道
を
歩
む
こ
と
に
な
る
。
そ
の
際
の
在
来
規
制
力
は
、
工
業
化
推
進
の

効
果
的
な
バ
ネ
と
な
る
場
合
も
あ
れ
ば
致
命
的
な
足
枷
と
な
る
場
合
も
あ
る
。
い
ず
れ
の
場
合
に
せ
よ
、
工
業
化
が
必
須
の
要
件
と
す
る
一
連
の
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機
能
的
条
件
を
充
足
す
る
新
し
い
状
況
を
、
在
来
状
況
か
ら
抽
出
し
、
整
合
し
、
体
系
化

す
る
『
社
会
開
発
』
に
着
手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
二
点
は
、
ひ
と
た
び
工
業
化
が
始
動
し
は
じ
め
た
国
家
社
会
は
、
工
業
化
が
進
め
ば

進
む
ほ
ど
、
工
業
化
の
衝
撃
力
、
た
と
え
ば
、
人
び
と
の
地
域
問
、
職
業
問
、
階
層
間
移

動
、
移
動
に
伴
う
村
落
・
都
市
に
お
け
る
家
族
、
親
族
、
教
育
、
宗
教
上
の
一
連
の
連
鎖

反
応
的
構
造
変
化
等
の
、
イ
ン
パ
ク
ト
を
蒙
る
こ
と
に
な
る
。
工
業
化
の
衝
撃
力
は
、
在

来
規
制
の
諸
力
と
対
立
拮
抗
あ
る
い
は
融
和
統
合
し
な
が
ら
、
と
き
に
在
来
規
制
力
を
弛

緩
さ
せ
あ
る
い
は
補
強
し
つ
つ
、
全
体
と
し
て
当
該
国
社
会
を
大
規
模
な
変
動
過
程
に
押

し
や
る
こ
と
に
な
る
。

　
第
三
点
は
、
工
業
化
を
指
向
す
る
国
家
社
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
点
で
の
国
際
関
係
状

況
、
と
り
わ
け
、
技
術
、
経
済
、
政
治
、
お
よ
び
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
諸
状
況
か
ら
直
接
的

な
影
響
を
受
け
る
。
そ
れ
ら
の
影
響
力
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
国
内
変
動
状
況
に
深
く
コ

ミ
ッ
ト
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
、
社
会
変
動
状
況
把
握
の
た
め
の
筆
者
の
新
し
い
概
念
図
式
を
示
め
す
と
上
の
よ

う
に
な
る
。
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経
済
協
力
の
課
題

　
わ
が
国
の
戦
後
経
済
協
力
は
、
昭
和
三
〇
年
代
当
初
か
ら
は
じ
ま
る
一
連
の
賠
償
協
定
の
締
結
を
も
つ
て
開
始
さ
れ
た
。
経
済
協
力
実
績
の
飛

躍
的
拡
大
は
、
次
表
（
二
－
一
、
二
⊥
一
）
に
み
ら
れ
る
よ
う
K
、
一
九
六
一
年
、
一
人
当
り
国
民
所
得
が
一
、
二
二
〇
米
ド
ル
に
達
し
た
頃
か
ら

の
こ
と
で
あ
る
。

　
経
済
協
力
政
策
の
成
否
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
経
済
協
力
実
績
の
量
的
拡
大
の
み
に
か
か
つ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
協
力
対
象
国
側
の
そ
れ

ぞ
れ
の
時
点
で
の
社
会
・
経
済
的
二
ー
ズ
に
う
ま
く
合
致
し
て
い
る
か
否
か
に
か
か
つ
て
い
る
、
と
判
断
し
た
ほ
う
が
現
実
的
で
あ
る
。
そ
の
意

味
で
、
工
業
化
を
起
点
と
す
る
当
該
国
側
の
変
動
過
程
を
そ
の
社
会
・
文
化
的
側
面
か
ら
解
明
し
、
変
動
過
程
で
生
じ
る
当
該
国
側
か
ら
の
経
済

協
力
へ
の
新
し
い
二
ー
ズ
を
そ
の
文
脈
に
立
つ
て
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
基
本
的
に
は
次
の
三
つ
の
問
題
点
を
検
討
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
。

　
第
一
は
、
当
該
国
が
工
業
化
過
程
で
緊
急
か
つ
最
優
先
に
必
要
と
す
る
技
術
的
経
済
的
要
件
に
、
外
部
者
と
し
て
の
協
力
国
側
が
ど
の
程
度
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

ミ
ッ
ト
し
得
る
か
、
あ
る
い
は
、
コ
ミ
ッ
ト
す
べ
き
で
あ
る
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
第
二
は
、
緊
急
か
つ
最
優
先
に
必
要
と
す
る
技
術
的
経

済
的
要
件
に
つ
い
て
、
当
該
国
側
と
協
力
国
側
の
認
識
が
つ
ね
に
一
致
す
る
か
、
ど
う
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
第
三
は
、
経
済
協
力
と
い
わ
れ

る
活
動
領
域
の
内
容
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　
第
一
の
問
題
は
、
経
済
協
力
の
意
図
が
人
道
的
見
地
に
立
つ
か
、
あ
る
い
は
協
力
国
側
の
利
益
追
求
の
観
点
に
立
つ
か
、
に
よ
つ
て
違
つ
て
く

る
。
経
済
協
力
と
い
う
名
の
経
済
侵
略
が
国
際
世
論
か
ら
激
し
く
非
難
さ
れ
た
の
は
、
そ
れ
ほ
ど
遠
い
過
去
の
こ
と
で
は
な
い
。
経
済
協
力
の
実

体
を
利
己
主
義
と
博
愛
主
義
に
直
裁
に
二
分
す
る
こ
と
は
難
か
し
い
。
利
己
主
義
に
も
と
づ
く
悪
質
な
経
済
侵
略
は
論
外
と
し
て
も
、
純
粋
に
人

　
　
　
社
会
変
動
と
経
済
協
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
　
　
（
一
一
四
四
）



社
会
変
動
と
経
済
協
力

（2－1）　DA　C加盟諸国の経済協力実績（総額）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（金額単位：百万ドル）

1972

シェア金額IGNP比
197119701969暦年　　i　　　　　　　1962　 　1968

国名

（385）％
（138）

（105）

（87）
（76）

0．66％

0．93
1．06
0．67
0．98

割　’目　　　　＼、l　　　　　i　　　　　！　　　　　l　　　　　l　　　　　l』ム　腿1

査ラソ劉難蠣…lililll…1淫i議1 懸llli襯
ドィツ6・9・411・66§・42・・28・31・・487・・ ・・9・5・2・・7・3・8

英国743．91830．711，136．2！1，227．6 1，431．811，485．6

（21）
（06）
（21）
（52）
（06）
（33）
（33）
（03）
（12）
（14）
（09）

0．95
0．55
1．16
0．98
0．57
0．55
1，42
0．37
2．88
0．66
0．59

（1000）

232．11394．5530．2，421．3
　80．7　　　　96．1　　　　93．1　　　111．6

257．3 　　308．6，　　317．4　　　405．1

364．11630．1i　g24．31，015．4
151．α　85．6　138．3　119．9
847．7 681．91870．91652．2
377．8 　　462。6 　　605．21　　650．0
75．21　66．7　64．6　56．1

　97．61　　　70．8　　　147．0　　　237．4

111：瑠：遡1：撰：1

205．5

73．7
243．0

307．6

83．2
550．4

285．7

58．8
48．1

128．8

238．8

3
。
0
3
洛
」
4
’
2
8
3
β
ユ

3
1
8
9
4
0
4
翫
0
7
1

7
3
1
0
1
9
1
　
4
3
6

　
イ
⊥
－
　
Q
J
イ
⊥
　
　

ー

ア
ア
一
ダ
ク
ア
ダ
一
ル
ン
ス

認
ギ
・
リ
美
ガ
ザ

ト
ス
レ
ナ
マ
　
　
レ
ト
エ
ィ

ス
一
ノ
ン
タ
ラ
ア
ウ

一
オ
ベ
カ
デ
イ
オ
ノ
ポ
ス
ス

オ

13，777．5115，790．6「18，157．919，689．310．78
113，510．0

計8，437．1合

（出所）　D　A　C（OECD開発援助委員会）資料

（2－2）　DAC加盟諸国の経済協力総額の対GN　P比
（％）

一
〇
　
　
（
一
一
四
三
）

辱年
1962 1968 1969 1970 1971 1972

＼
国 0．76 0．68 0．51 0．63 0．65 0．66
本 0．49 0．73 0．75 0．92 0．95 0．93

ソ　　ス 1．88 1．35 1．21 1．24 1．00 1．06
ツ 0．68 1．23 1．32 0．80 0．88 0．67
国 0．92 0．80 1．02 1．01 1．05 0．98

ラリア 0．43 0．73 0．74 1．15 1．38 0．95
リア 0．42 0．63 0．63 0．67 0．56 0．55

ギ　ー 0．91 1．16 1．11 1．19 1．09 1．16
ダ 0．27 0．46 0．49 0．77 1．00 0．98

一　ク 0．20 0．67 1．06 0．54 0．79 0．57
フ　ア 0．89 0．73 1．02 0．73 0．86 0．55
ン　ダ 0．85 1．13 1．32 1．45 1．63 1．42
ラェー 0．13 0．65 0．77 0．59 0．50 0．37

カ’ノレ 1．43 0．97 1．79 1．16 2．11 2．88
一“

アン 0．24 0．50 0．76 0．74 0．67 0．66
ス 1．51 1．39 0．64 0．67 1．00 0．59

画平均 0．80 0．80 0．74 0．78 0．82 0．78

＼
＼
羅

国名

　
ン

　
　
イ

　
ラ

米
日
フ
ド
英

ラ
ト
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リ
ン
ウ
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ト
　
ナ
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レ
ト
ィ

議
ル
ン
タ
ラ
｝
亮

オ
オ
ベ
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オ
ノ
ポ
ス
ス

DAC諸巨

（出所）　DAC資料



道
的
見
地
に
立
つ
と
い
わ
れ
る
経
済
協
力
で
す
ら
、
限
度
を
超
す
と
『
内
政
千
渉
』
に
な
り
か
ね
な
い
場
合
が
あ
る
。
ま
し
て
、
経
済
協
力
が
対

象
国
側
の
階
層
格
差
、
人
種
格
差
を
促
進
し
、
独
裁
、
汚
職
、
腐
敗
を
招
く
結
果
と
な
る
場
合
は
、
協
力
国
側
の
当
初
の
意
図
と
は
関
係
な
く
問

題
ば
い
つ
そ
う
微
妙
で
あ
る
。
そ
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
経
済
協
力
は
、
対
象
国
側
の
国
内
的
変
動
に
作
動
す
る
外
生
的
要
因
と
し
て
、
つ
ね
に
重
要

な
役
割
を
果
し
て
き
た
。

　
筆
者
の
考
え
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
済
協
力
は
、
現
在
お
よ
び
将
来
に
わ
た
り
、
財
物
、
用
益
、
貨
幣
、
そ
の
他
経
済
的
指
標
で
測
か
り
得
る

も
の
、
お
よ
び
、
そ
れ
以
外
の
国
家
的
ブ
レ
ス
テ
ィ
ー
ジ
そ
の
他
、
心
理
的
報
酬
を
も
含
め
た
新
『
互
恵
主
義
』
の
原
則
に
も
と
づ
い
て
作
動
し

て
き
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
今
後
も
同
じ
原
則
に
よ
つ
て
実
施
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。
し
た
が
つ
て
、
新
互
恵
主
義
は
、

実
質
的
に
は
、
つ
ね
に
冷
厳
な
バ
ー
ゲ
イ
ニ
ン
グ
の
対
象
と
な
り
得
る
の
で
あ
る
。

　
第
二
の
問
題
点
は
、
経
済
協
刀
の
特
定
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
連
す
る
戦
術
、
戦
略
に
つ
い
て
の
認
識
の
問
題
で
あ
る
。
緊
急
か
つ
最
優
先
に

必
要
と
さ
れ
る
技
術
的
経
済
的
要
件
に
協
力
ブ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
向
け
ら
れ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
当
事
者
二
国
間
に
何
が
累
急
か
つ
最
優
先

さ
れ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
つ
ね
に
同
じ
認
識
が
成
立
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
一
国
工
業
化
推
進
の
手
順
、
方
法
、
路
線
は
、
国
際
関
係
状
況
に
発

生
す
る
各
国
間
の
輻
較
し
た
利
害
関
係
に
強
く
規
制
さ
れ
る
。
相
手
国
側
の
立
場
に
立
つ
て
人
道
的
見
地
か
ら
協
力
事
項
を
選
別
す
る
、
と
宣
言

す
る
こ
と
は
易
し
い
が
、
具
体
化
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
。
こ
こ
で
も
、
緊
迫
し
た
ネ
ゴ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
状
況
が
発
生
し
得
る
。

　
最
後
の
経
済
協
力
活
動
の
構
成
内
容
に
つ
い
て
は
、
O
E
C
D
開
発
援
助
委
員
会
（
u
Φ
ぎ
一
8
箏
Φ
旨
＞
ω
の
響
き
8
9
9
ヨ
鐸
8
）
の
作
成
資
料

基
準
に
よ
つ
て
、
O
政
府
開
発
援
助
、
⇔
そ
の
他
政
府
資
金
協
力
、
⑫
民
問
資
金
協
力
、
の
三
部
門
に
分
類
さ
れ
る
。
各
部
門
の
細
目
は
、
さ
ら

に
一
一
項
目
に
分
類
さ
れ
る
（
表
二
ー
四
　
参
照
）
。

　
わ
が
国
の
経
瘡
協
力
実
績
の
三
部
門
別
構
成
比
は
、
次
表
（
二
ー
三
）
の
と
お
り
で
あ
る
。
全
体
の
構
成
比
率
を
国
際
水
準
か
ら
判
断
す
る

と
、
O
政
府
開
発
援
助
部
門
構
成
比
は
低
い
、
⇔
そ
の
他
政
府
資
金
協
力
部
門
構
成
比
は
著
し
く
高
い
、
㊧
民
問
資
金
協
力
部
門
構
成
比
は
平
均
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　　　　　（2－3）　DA　C加盟諸国の経済協力の構成

　　　　　　　　　一1972年実績について一（金額単位：百万ドル）

歯押欝識錨轍讐翻欝難
米　　　　　国

日　　　　本

3，349．0

　　611．1

（44．2）

（22．4）

196．0

856．4

（2．6）

（31．4）

4，029．oI

　　　　　　l

1，257．91

（53．2）

（46。2）

7，574．0

2，725．4

（100。0）

（100。0）

フ　　ラ　ン　ス 1，320．6（63。7） 16．5（0．8） 735．7 （35。5） 2，072．8（100。0）

ド　　イ　　ツ 808．3 （47．2） 148．5 （8．7） 757．0 （44．2） 1，713．8（100．0）

英　　　　国 608．7 （41．0） 16．3（L1） 860．6
　　　　／

（57。9） 1，485．6（100。0）

　　　　　　　　　　　　　　レ
（34，6）　421。3（100．0）

（85・1）　111．6、（100．0）

（49．0）405．11（100．0）
（4。．3）、，。、5．41（、。。．。）

　　　　　　　　　　　　　　1

（18。0）　119．91（100，0）
　　　　　　　　　　　　　　　

（62。1）　652．2（100．0）

（52．0）　650。O（100．0）

　　　　り　　　　1
△16・乙）　56。1（100．0）
　　　　　　　　　　　　　　『

（13・0）　237。41（100。0）

（27・3）272・01（100・0）

（61・9）176・71（100・0）

（48・・）・9・689・3i（・・…）

211：溜△1：ll（乞1：11111：l

lll：alll：霧111：lllll：ll1器：1

95．61（79．7）2．7（2．3）2、．6
（2．3）　21．6

（22．8）　405，2

（0．8）　338．0

（3．4）△9．1

（22。3）　30．8

（一）　74．3
（1．5）　109．3

（15。1）　148。61

（47．2）　5。3

（112．8）　L9
　（64．7）　　　　52。9

（72．7）　　一

（36．7）　2。6

ア
ア
　
一
ダ

リ
　
リ

ラ
ト
ギ

ト
　
　
　
　
ナ

ス
ス
ル

一
　
一

オ
オ
ベ
　
カ

95．6

98．4

306．7

63．3

153．7

197．7

64．8

アンマーク

イタリア
オランダ
ノールウェー

ポルトガル
スウェーデン

ス　イ　ス
1（8・・）19・458・7　　　　　　　　　　　　　　

合計8，652。9i（44．0）1，577。7

　（出所）　DAC資料
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四
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）

に
近
い
、
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
さ
ら
に
十
一
細
目
別

に
そ
の
構
成
比
を
と
っ
て
み
る
と
（
表
二
ー
四
）
、
O

無
償
贈
与
比
率
が
著
し
く
低
い
、
⇔
民
間
海
外
投
資
比

率
が
著
し
く
高
い
、
こ
と
が
判
明
す
る
。
D
A
C
加
盟

諸
国
全
体
を
国
際
的
に
比
較
し
て
み
て
も
、
総
額
一
〇

億
米
ド
ル
以
上
の
経
済
協
力
実
績
を
も
つ
六
ヵ
国
（
米

国
、
日
本
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
英
国
、
カ
ナ
ダ
）
　
に
共

通
し
て
い
え
る
こ
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
を
除
ぎ
民
間
資
金

協
力
部
門
構
成
比
が
い
ず
れ
も
主
要
な
役
割
を
果
し
て

い
る
事
実
で
あ
る
。
先
進
工
業
国
の
発
展
途
上
国
に
た

い
す
る
経
済
的
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
は
、
民
間
べ
ー
ス
を

中
軸
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
、
今
日
の

経
済
協
力
問
題
の
本
質
的
な
課
題
が
み
い
だ
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
世
界
経
済
の
シ
ス
テ
ム
が
ハ
ー
ド
で
あ
れ
ば

あ
る
ほ
ど
、
今
日
の
経
済
協
力
活
動
は
、
国
際
関
係
状

況
か
ら
い
つ
そ
う
強
い
規
制
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、
協
力
対
象
国
側
の
社
会
・
経
済
的
二
ー
ズ
は
、

し
ば
し
ば
、
協
力
国
側
の
政
治
・
経
済
的
二
ー
ズ
に
と



（2－4）　わが国の経済協力実績（支出純額ベース）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（金額単位：百万ドル）

1972
構成比額

一
金

％4
　
3
　
3
　
7
　
3
　
3

乞
翫
1
3
1
1

2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

（

（
10．4

　0．4

　1．2

1：1

31．4

9．8

9．7

11．9

611．1

170．6

（
　　34．6

100．4

　　35．6

307．2

（
283．5

　　10．1

　　33．8

　　16．5

116．8

856．4

266．3

2G4．7

325．4

1，257・91　46・2
　　　　　1
　190．6　　　　　　7．0

　844．3　　　　31．0

　217．4　　　　　8。0

　　5．6i　o．2

100。02，725．4

　　　　　　　　　　　　歴　　年

項　　目

1　政府開発援助

1．二国問贈与

　　　（　　　　賠　　　　償

　　　　無償資金協力

　　　　技術協力
2．政府貸付

　　　（　　　　直接借款
　　　　再　融　資

　　　　債権繰延
　3．国際機関への贈与

　4．　国際機関への出資等

H　その勉政府資金協力

5。輸出信用（1年超）

6．直接投資金融等

7。国際機関に対する融資等

皿　民間資金協力

8．輸出信用（1年超）
9・直接投欝（嫉鶴を含む）

10．　国際機関に対する融資等

11・非営利団体による贈与

合　　　　　　　　　　　　　　計

（注）本表はOE　CD事務局に対する報告に基づく。
（出所）外務省

つ
て
代
ら
れ
る
危
険
性
が
増
大
す
る

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
危
機
を
回

避
す
る
に
は
、
政
府
開
発
援
助
、
と

く
に
無
償
資
金
協
力
の
拡
充
、
借
款

の
グ
ラ
ン
ト
ニ
レ
メ
ン
ト
　
（
贈
与
的

要
素
）
の
充
実
、
お
よ
び
技
術
協
力

の
大
幅
な
増
大
が
必
要
と
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
。
そ
の
い
ず
れ
を
と
つ
て
み

て
も
、
今
日
、
満
足
の
い
く
状
態
で

あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
最
近
、
南
北
間
経
済

格
差
の
是
正
を
求
め
る
国
際
世
論
は

ま
す
ま
す
強
ま
り
つ
つ
あ
る
。
南
の

諸
国
の
工
業
化
の
推
進
に
よ
つ
て
北

の
諸
国
と
の
格
差
が
根
本
的
に
解
消
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
今
日
、
両
者
の
格
差
を
圧
縮
す
る
不
可
欠
の
手
段
と
し
て
工
業
化
促
進
以
外

に
方
法
が
な
い
と
す
れ
ば
、
当
然
、
北
の
先
進
工
業
諸
国
は
南
の
発
展
途
上
国
の
円
滑
な
工
業
化
に
協
力
す
る
義
務
が
あ
る
。
し
か
も
重
要
な
こ

と
は
、
繰
り
返
し
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
当
該
国
の
社
会
変
動
過
程
を
モ
デ
ル
と
し
て
構
築
さ
れ
る
理
論
に
立
脚
し
た
社
会
・
経
済
的
二
ー
ズ
の

分
析
か
ら
、
す
べ
て
の
経
済
協
力
活
動
が
開
始
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
で
あ
る
。

　
　
社
会
変
動
と
経
済
協
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
　
　
（
二
四
七
）



　
　
　
社
会
変
動
と
経
済
協
力

　
次
に
、
限
ら
れ
た
資
料
、

と
思
う
。

限
ら
れ
た
時
間
の
な
か
で
試
み
て
き
た
事
例
研
究
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
　
（
二
四
八
）

イ
ン
ド
ネ
ジ
ア
と
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い

W
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
工
業
化
過
程

　
〔
工
業
化
過
程
の
概
略
〕

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
工
業
化
は
、
本
格
的
に
は
、
一
九
六
五
年
ス
カ
ル
ノ
体
制
の
崩
壊
ス
ハ
ル
ト
体
制
の
成
立
に
よ
つ
て
は
じ
ま
つ
た
と
さ
れ
て

い
る
。
工
業
化
一
〇
年
の
過
程
は
、
端
的
に
い
つ
て
在
来
規
制
要
因
と
の
戦
い
で
あ
つ
た
と
い
え
る
。
一
九
六
五
年
当
時
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、

工
業
化
に
必
要
な
資
本
、
技
術
、
工
場
労
働
者
の
い
ず
れ
を
と
つ
て
み
て
も
、
質
量
と
も
に
そ
の
必
要
条
件
を
欠
い
て
い
た
。
一
九
六
七
年
以
降

の
無
規
制
な
外
資
導
入
は
、
そ
の
間
の
状
況
を
如
実
に
反
映
し
て
い
る
。

　
わ
が
国
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
た
い
す
る
経
済
協
力
は
、
一
九
五
八
年
の
賠
償
協
定
締
結
に
ょ
つ
て
開
始
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
政
府
開
発
援
助
額

が
一
〇
〇
万
米
ド
ル
を
超
す
の
は
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
本
格
的
な
工
業
化
が
開
始
さ
れ
た
以
後
の

こ
と
で
あ
る
。

　
工
業
化
開
始
後
の
一
〇
年
間
、
ど
の
よ
う
な
変
動
状
況
が
発
生
し
た
か
を
示
め
す
社
会
・
経
済
的
指
標
は
、
今
日
な
お
統
計
的
に
必
ず
し
も
十

分
で
は
な
い
。

　
職
業
間
移
動
に
注
目
す
る
と
、
一
九
六
一
年
か
ら
一
九
七
一
年
の
一
〇
年
間
に
、
農
業
比
率
（
七
一
・
九
％
↓
六
三
・
二
％
）
、
製
造
業
比
率

（
六
・
○
％
↓
七
・
七
％
）
、
金
融
・
貿
易
セ
ク
タ
ー
比
率
（
六
・
七
％
↓
一
〇
・
七
％
）
、
の
変
化
が
み
ら
れ
る
（
表
三
i
一
）
。
地
域
間
移
動

に
つ
い
て
は
、
同
じ
期
間
に
、
都
市
人
口
比
率
（
一
四
・
八
％
↓
一
七
・
四
％
）
の
変
化
が
み
ら
れ
る
。
農
業
地
域
か
ら
都
市
地
域
へ
の
人
旧
移

動
が
急
激
に
お
こ
つ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
都
市
で
の
工
業
化
の
速
度
は
著
し
く
遅
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
都
市
失
業
人
口
の
増
大
を
推
測
さ



（3－1）　EMPLOYMENT　BY　MAJOR　ECONOMIC　SECTOR，URBAN
　　　　　　AND　RURAL　AREAS，INDONESIA，1961－1971

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1961　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1971

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　URBAN　RURAL　TOTAL　URBAN　RURAL　TOTAL

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（000’s）

Agriculture，etc．　　　　　　　　502　23，014　23，516　　　600　24，172　　24，772

Mining　an（i　quarrying　　　　　　　21　　　　　66　　　　　87　　　　　44　　　　　46　　　　　　90

Manufacturing　　　　　　　　　　　　684　　　1，172　　　1，856　　　　661　　　2，270　　　2，932

Construction　　　　　　　　　　　　　254　　　　328　　　　582　　　　289　　　　448　　　　　737

Transport，communicatlon
　　　and　utilities　　　　　　　　　　　454　　　　289　　　　742　　　　541　　　　413　　　　　954

Trade，banking　and
　　　insurance　　　　　　　　　　　　　880　　　1，314　　　2，194　　　1，539　　　2，670　　　4，208

Services　　　　　　　　　　　　　　　1，422　　　1，673　　　3，095　　　1，856　　　2，067　　　3，923

0ther　and　Unknown　　　　　81　　　555　　　635　　　266　　！，327　　1，593

　　　Total　　　　　　　　　　　4，298　28，411　32，709　　5，796　　33，414　　39，210

社
会
変
動
と
経
済
協
力

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　percent

Agriculture，etc．　　　　　　　11．7　　　81．0　　　71．9　　　10．4　　　72．3　　　63．2

Mining　and　quarrying　　　　　　O。5　　　　0．2　　　　0．3　　　　0．8　　　　0．1　　　　　0．2

h－anufacturing　　　　　　　　　　　15．9　　　　4．1　　　　6．0　　　　11．4　　　　6．8　　　　　7．7

Construction　　　　　　　　　　　　　　5．9　　　　　1．1　　　　1．8　　　　5．0　　　　1。3　　　　　1．9

Transport，communication
　　　and　utilities　　　　　　　　　　10．6　　　　　1．0　　　　　2．3　　　　　9．3　　　　　1．2　　　　　2．

Tra（ie，banking　and
　　　insurance　　　　　　　　　　　20．5　　　　4．6　　　　6．7　　　　26．6　　　　8．0　　　　10．7

Services　　　　　　　　　　　　　　　33．1　　　　5．9　　　　9．5　　　　32．0　　　　6．2　　　　10．O

Other　and　Unknown　　　　　1．9　　　2．0　　　1．9　　　4．6　　　4．0　　　4．1

　　　Total　　　　　　　　　　　100．0　　100．0　　100．0　　100．0　　100．0　　　100．0

Sourcel1961Census　and　prellmmary　sample　results　from1971Census，Biro　Pusat　Statistlk，

せ
る
。

　
地
域
間
移
動
の
実
数
は
、
同
じ
一

〇
年
間
に
約
三
〇
〇
万
に
達
す
る
。

ジ
ャ
カ
ル
タ
市
お
よ
び
そ
の
周
辺
部

に
約
一
九
〇
万
の
人
口
が
、
主
と
し

て
西
ジ
ャ
ワ
（
四
三
％
）
お
よ
び
中

部
ジ
ャ
ワ
（
二
五
％
）
か
ら
移
動
し

て
い
る
（
表
三
ー
二
）
。
こ
の
場
合
の

人
口
移
動
は
主
と
し
て
ジ
ヤ
ワ
本
島

内
部
で
お
こ
つ
て
お
り
、
ス
マ
ト
ラ

（
約
八
七
万
）
、
カ
リ
マ
ン
タ
ン
（
約

六
万
）
へ
の
移
動
は
ジ
ャ
ワ
本
島
に

比
較
す
る
と
相
対
的
に
少
な
い
。
建

国
以
来
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
当
局

の
全
国
的
な
人
口
再
配
置
計
画
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
人
口
移
動
は
工
業
化

一
〇
年
の
過
程
で
い
ま
な
お
首
都
集

中
型
を
と
つ
て
い
る
。

　
　
　
　
一
五
　
　
（
一
一
四
九
）



(3-2) THE DISTRIBUTION 
JAKARTA AND THE 

Province 

(1) 

Population 
in 1000's 

1961 

OF THE ORIGIN 
PROPENSITY OF 
1961-1971 

Migrants 
during 

OF MIGRANTS INTO 
MIGRATE DURING 

into Jakarta 

1961-1971 

(2) 

Persons la 

(3) 

% 

Migrants per 
1000 persons of 

Provincial Popu-
lation (2)/(1) 

1.DKI Jakarta 

2.West Java 

3.Central Java 

4.D. I. Jogjakarta 

5.East Java 

6.D. I. Aceh 

7.North Sumatera 

8.West Sumatera 
9 . Riau 

10 . Jambi 

11.South Sumatera 
12 . Bengkulu 

13 . Lam pung 

14 West Kalimantan 

15.Central Kalimantan 

16.South Kalimantan 

17.East Kalimantan 

18.North Sulawesi 

19.Central Sulawesi 

20.South Sulawesi 

21 . Southeast Sulawesi 

22 . Bali 

23 . West Nusa Tenggara 

24.East Nusa Tenggara 

25 . MaluKu 

26.Irian Jaya 

27 . Abroad 

Total 

2,970 

17 , 673 

18 , 456 

2 , 247 

21 , 880 

1 , 636 

4 , 984 

2 , 330 

1 , 240 

748 

} 4,865 

1 , 578 

499 

1 , 479 

553 

2 , 012 

5 , 097 

1 , 790 

1 , 814 

1 , 971 

793 

761 

816 , 400 

487 , 657 

65 , 264 

127 , 112 

9 , 518 

65 , 484 

72 , 873 

14 , 584 

7 , 594 

57 , 700 

4 , 773 

12 , 557 

23 , 789 

l , 492 

9 , 116 

5 , 757 

16 , 962 

4 , 474 

32 , 935 

2 , 843 

5 , 133 

23 , 789 

5 . 696 

9 , 499 

3 , 963 

29 , 919 

1 , 896 . 703 

43 . 04 

25 . 71 

3 . 44 

6.70 

O . 50 

3.45 

3 . 85 

O . 76 

O . 40 

3 . 04} 

O . 26 

O . 66. 

1 . 25 

O . 07 

O . 48 

0.30 

O . 89 

O . 23 

l . 73 

O . 14 

O . 27 

l . 25 

0.31 

O . 50 

O . 20 

1 . 57 

1 OO . OO 

46 . 2 

26 . 4 

29 . O 

5.8 

5.8 

13 . 1 

31 . 3 

11 .8 

10 . 2 

15 . 5 

15 . O 

3.0 

6.2 

10 . 4 

l0.7 

7.0 

2.9 

13 . l 

2.9 

12 . O 

5.2 

ia Suharso, "Cityward Migration and Educational Attainment in Jakarta Indone~.ia", UNESCO/ 

PDEP/7-1, September 1973. 

S, ource: Central Bureau of Statlstics and Suharso. 
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薯
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①
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産
業
別
国
民
純
生
産
（
G
D
P
）
の
推
移
（
表
三
～
三
）
を
と
つ
て
み
て
も
、
林
業
、
鉱
業
、
製
造
業
、
建
設
業
の
成
長
率
が
一
九
七
〇
年
代
以

降
に
や
つ
と
進
行
し
は
じ
め
て
い
る
状
況
が
理
解
さ
れ
る
。

社
会
変
動
と
経
済
協
力

一
七
　
（
一
一
五
一
）



　
　
　
社
会
変
動
と
経
済
協
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
　
　
（
二
五
二
）

　
〔
工
業
化
の
衝
撃
力
〕

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
た
い
す
る
工
業
化
の
も
つ
と
も
深
刻
な
衝
撃
力
は
、
筆
者
の
考
え
で
は
、
所
得
格
差
の
増
大
を
も
た
ら
し
た
点
に
あ
る
と
判

断
さ
れ
る
。
工
業
化
初
期
の
経
済
発
展
は
、
工
業
化
の
担
い
手
と
な
つ
た
企
業
者
グ
ル
ー
プ
と
、
工
業
化
か
ら
隔
離
さ
れ
た
一
般
大
衆
と
の
間

に
、
所
得
分
配
の
隔
絶
し
た
不
平
等
を
生
み
易
い
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
場
合
、
工
業
化
初
期
の
一
〇
年
間
、
ど
の
よ
う
な
所
得
格
差
が
発
生
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

か
推
定
す
る
こ
と
は
非
常
に
難
か
し
い
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ァ
側
の
研
究
者
は
次
の
よ
う
な
推
定
を
お
こ
な
つ
て
い
る
。
現
在
（
一
九
七
五
年
）
の
ジ

ャ
カ
ル
タ
市
を
中
心
と
す
る
都
市
生
活
圏
で
は
、
低
所
得
層
（
全
人
口
の
四
〇
％
）
は
国
民
総
所
得
の
一
五
％
あ
る
い
は
一
五
％
強
を
、
中
位
所
得

層
（
全
人
口
の
四
〇
％
）
は
三
二
％
を
、
そ
し
て
残
り
の
上
位
所
得
者
（
全
人
口
の
二
〇
％
）
は
実
に
国
民
総
所
得
の
五
三
％
を
取
得
し
て
い
る
と
推

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
ジ
ャ
カ
ル
タ
首
都
圏
以
外
で
の
低
所
得
層
の
取
得
比
率
は
、
約
二
〇
％
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
恐
る
べ
き
格
差
で
あ

る
。
し
か
も
一
人
当
り
国
民
所
得
が
二
一
八
米
ド
ル
（
一
九
七
三
年
）
の
現
状
か
ら
計
算
し
、
低
所
得
層
は
一
人
当
り
年
間
四
八
米
ド
ル
の
所
得
を

も
つ
に
過
ぎ
な
い
。
戦
後
オ
ラ
ン
ダ
の
植
民
地
支
配
か
ら
脱
し
、
自
国
民
の
貧
困
か
ら
の
解
放
を
目
指
し
つ
つ
工
業
化
を
進
め
て
き
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
貧
困
か
ら
の
解
放
過
程
で
、
国
内
的
な
不
平
等
の
矛
盾
が
深
刻
化
し
構
造
化
し
た
。
発
展
指
向
と
平
等
指
向
と
の
間
の
抜
き
さ
し
な
ら

な
い
デ
ィ
レ
ン
マ
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
工
業
化
の
深
刻
な
衝
撃
力
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
他
万
、
工
業
化
の
衝
撃
力
は
、
工
業
化
の
円
滑
な
発
展
を
も
た
ら
す
よ
う
な
変
化
を
生
み
出
す
ほ
ど
に
は
、
地
域
共
同
体
に
深
く
滲
透
し
て
い

な
い
。
今
日
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
は
「
デ
サ
」
と
よ
ば
れ
る
共
同
体
か
約
五
万
八
○
○
○
存
在
す
る
と
み
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
六
〇
％
か
ら
七

〇
％
は
、
現
在
で
も
な
お
、
自
給
自
足
的
な
経
済
生
活
を
続
け
て
お
り
、
工
業
化
に
必
要
な
貨
幣
経
済
の
滲
透
は
遅
々
と
し
て
進
ん
で
い
な
い
と

い
わ
れ
る
。
そ
の
点
に
関
連
し
、
初
等
教
育
就
学
率
は
都
市
（
五
六
・
九
％
）
、
地
方
（
五
一
・
三
％
）
と
一
見
し
て
高
い
よ
う
に
み
え
る
が

（
表
三
－
四
）
、
初
等
教
育
修
了
比
率
（
一
九
・
三
八
％
）
　
（
表
三
－
五
）
が
低
い
こ
と
か
ら
し
て
、
工
業
化
の
衝
撃
力
の
教
育
面
で
の
滲
透
は
遅

々
と
し
て
進
ん
で
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
実
質
的
文
盲
率
は
、
今
日
で
も
き
わ
め
て
高
い
と
判
断
さ
れ
る
。
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(3~4) EDUCATIONAL ATTAlNMENT OF URBAN 
POPULATION 

Junior Senior No Schooling Elementary High High 
School School School 

AND RURAL 

Academy and 
University 

Urban 

Rural 

22 . o 

45 . 2 

56 . 9 

51 . 3 

14 . 1 

2.2 

5.5 

1.3 

1.5 

0.0 

Source : Population census of 1971. 

(3-5) Level of Education, 

over by 

Population 10 years old 

Sex, Indonesia, 1971 

(in percent) 

and 

Level of Education Male Female Total 

jL 

~~~ 

No schooling 

Primary School not Completed 

Primary School Completed 

Junior High School : 

General 

Vocational 

Senior High School 

General 

Vocational 

Academy 

University 

29 . 80 

37 . 49 

23 . 56 

4 . 02 

1 . 73 

1 . 57 

1 . 25 

O . 26 

O . 23 

51 . 56 

28 . 70 

15 . 36 

2 . 30 

o . 64 

o . 73 

o . 54 

o . 08 

O . 07 

41 . O1 

32 . 97 

19 . 38 

3 . 13 

1 . 17 

1 . 14 

O . 89 

O . 17 

O . 14 

Total 100 . OO 

(39 , 048 , 719) 

100 . OO 

(41 , 377 , 706) 

100 . OO 

(80 , 426 , 425) 

Source : Birso Pusat Statistik (Central Bureau of Statistics) , "Ulasan Singkat Hasil 

Penduduk 1971" (Short Analysis of the 1971 Population Census), Jakarta, 

7. 

n 

Sensus 

d., p. 
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会
変
動
と
経
済
協
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
　
　
（
二
五
四
）

　
以
上
の
よ
う
に
、
今
目
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
全
人
口
の
八
三
％
（
一
九
七
一
年
）
は
い
ま
だ
農
業
指
向
的
な
地
方
居
住
者
で
あ
り
、
工
業

化
の
発
展
に
必
須
の
人
的
資
源
の
開
発
は
著
し
く
遅
れ
て
い
る
。
所
得
格
差
の
増
大
は
一
方
で
は
社
会
移
動
を
加
速
化
し
は
じ
め
て
い
る
が
、
工

業
化
に
有
効
な
社
会
移
動
の
た
め
の
教
育
そ
の
他
の
制
度
的
配
慮
は
恐
し
く
遅
れ
て
い
る
。

　
〔
在
来
規
制
要
因
〕

　
筆
者
の
分
析
で
は
、
華
僑
系
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
と
土
着
系
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
と
の
間
の
緊
張
関
係
は
、
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
に
固
有
の
文
化
的
要
因

で
あ
つ
て
し
か
も
当
該
国
の
工
業
化
の
決
定
的
な
阻
止
要
因
と
な
つ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
華
僑
系
人
口
の
実
数
は
一
九
六
一
年
お
よ
び
一
九

七
一
年
の
人
口
調
査
に
人
種
別
分
類
項
目
が
な
い
の
で
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
実
数
推
定
値
と
し
て
二
二
〇
万
（
一
九
五
六
年
）
、
二
四
五
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

（
一
九
六
一
年
）
、
二
七
五
万
（
一
九
六
五
年
）
等
の
数
値
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
華
僑
系
と
土
着
系
と
の
間
の
緊
張
関
係
の
歴
史
は
こ
こ
で
は
取
り

上
げ
な
い
が
、
オ
ラ
ン
ダ
統
治
の
一
九
世
紀
後
半
か
ら
、
華
人
は
商
業
（
西
欧
貿
易
業
者
の
た
め
の
中
間
業
者
）
、
土
着
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
は
農
業
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

よ
び
若
干
の
手
工
業
、
に
従
事
さ
せ
る
「
人
種
別
分
業
」
が
継
続
し
て
き
た
。
工
業
化
開
始
の
時
点
で
、
幾
世
代
に
も
わ
た
つ
て
商
業
的
に
訓
練

さ
れ
て
き
た
華
僑
系
は
、
そ
の
蓄
積
資
本
と
と
も
に
当
然
工
業
化
の
担
い
手
と
な
つ
た
。
工
業
化
初
期
の
担
い
手
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
急
速
に

富
裕
化
し
た
。
そ
し
て
、
後
続
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
工
業
化
の
競
争
場
裡
に
登
場
し
た
プ
リ
ブ
ミ
（
土
着
）
系
企
業
者
は
、
前
者
の
経
済
力
に
ょ
つ

て
つ
ね
に
不
利
な
状
況
に
お
か
れ
た
。
独
立
の
初
期
、
政
治
の
領
域
で
土
着
系
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
が
独
占
的
な
政
治
権
力
を
握
つ
て
い
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
工
業
化
政
策
の
実
施
の
過
程
で
は
華
僑
系
資
本
と
そ
の
経
営
能
力
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
ス
ハ
ル
ト
体
制
下
の
工
業

化
は
、
不
可
避
的
に
華
人
利
用
政
策
を
採
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
華
人
の
利
用
は
華
人
の
経
済
支
配
力
を
強
化
し
こ
そ
す
れ
、

土
着
プ
リ
ブ
ミ
系
企
業
者
の
育
成
に
役
立
つ
こ
と
は
な
か
つ
た
。
工
業
化
推
進
の
た
め
の
高
級
官
僚
、
軍
人
、
華
僑
の
結
託
は
、
一
方
で
プ
リ
ブ

ミ
系
企
業
者
を
圧
迫
し
他
方
で
貧
富
の
格
差
を
増
大
さ
せ
た
。
そ
の
結
果
、
有
産
者
の
プ
リ
ブ
ミ
系
企
業
者
は
華
人
系
資
本
を
攻
撃
し
、
圧
倒
的



な
貧
困
層
は
富
裕
層
攻
撃
に
際
し
反
華
人
感
情
を
爆
発
さ
せ
る
深
刻
な
社
会
不
安
を
駆
り
立
て
た
。

　
そ
こ
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
は
一
九
七
四
年
以
降
、
プ
リ
ブ
ミ
優
先
政
策
、
プ
リ
ブ
ミ
育
成
政
策
を
立
法
し
、
経
済
的
支
配
権
を
も
土
着
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
手
中
に
お
さ
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
明
ら
か
に
、
政
治
権
方
に
よ
る
経
済
機
構
へ
の
重
大
な
干
与
で
あ
る
。
経
済
的
、
経
営
的

能
力
に
優
れ
る
華
人
系
企
業
者
を
排
除
し
、
経
済
的
、
経
営
的
事
業
に
不
馴
れ
な
プ
リ
ブ
、
・
・
系
企
業
者
を
工
業
化
の
担
い
手
と
す
る
こ
と
は
、
今

後
の
工
業
化
の
発
展
に
重
要
な
変
化
を
も
た
ら
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
プ
リ
ブ
ミ
優
先
政
策
は
、
ま
た
、
わ
が
国
の
側
の
経
済
協
力
、
と
く
に
民
間
資
金
協
力
部
門
に
重
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
日

系
企
業
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
合
弁
事
業
を
発
足
さ
せ
る
際
、
主
と
し
て
華
人
系
資
本
と
提
携
し
て
ぎ
た
が
、
一
九
七
四
年
の
「
内
外
資
政
策
に
関

す
る
基
本
綱
領
」
に
ょ
つ
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
側
合
弁
事
業
持
株
分
五
一
％
中
さ
ら
に
そ
の
五
〇
％
は
プ
リ
ブ
、
ミ
系
企
業
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な
つ
た
。
内
資
系
企
業
に
つ
い
て
す
ら
、
プ
リ
ブ
ミ
系
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
と
非
ブ
リ
ブ
、
・
・
系
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
（
主
と
し
て
中
国
系
イ
ン

ド
ネ
シ
ァ
人
）
の
持
株
比
率
は
、
少
な
く
と
も
五
〇
対
五
〇
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
目
系
企
業
側
の
論
理
と
し
て

は
、
資
本
力
、
信
用
度
、
経
営
能
力
の
点
で
プ
リ
ブ
ミ
系
企
業
は
著
し
く
立
ち
遅
れ
て
い
る
の
で
、
現
実
間
題
と
し
て
ど
う
し
て
も
華
人
系
資
本
と

結
託
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
と
い
わ
れ
る
。
人
種
に
つ
い
て
の
好
み
の
問
題
で
は
な
く
、
経
済
要
件
と
し
て
の
企
業
の
安
全
性
と
利
潤
追
求
の
た

め
の
必
然
的
な
結
果
で
あ
つ
た
。
こ
の
よ
う
な
日
系
企
業
の
在
り
方
は
、
し
か
し
、
反
華
人
感
情
を
反
日
感
情
に
容
易
に
転
化
さ
せ
る
契
機
と
な

る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
側
の
論
理
と
し
て
は
、
経
済
効
率
原
理
し
か
考
慮
し
な
い
日
系
企
業
と
華
人
系
資
本
の
結
託
は
、
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
ア
ニ
マ

ル
と
し
て
の
醜
い
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
を
増
幅
さ
せ
、
経
済
侵
略
、
経
済
支
配
、
利
潤
収
奪
の
反
国
家
的
活
動
と
し
て
映
じ
る
こ
と
に
な
る
。
し
た

が
つ
て
、
逆
に
、
日
系
企
業
は
プ
リ
ブ
ミ
系
企
業
と
積
極
的
に
提
携
し
、
非
経
済
的
観
点
か
ら
プ
リ
ブ
ミ
系
企
業
者
を
教
育
し
訓
練
し
て
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
経
済
の
究
極
の
発
展
に
貢
献
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
つ
た
論
理
が
展
開
さ
れ
る
。
伝
統
的
な
市
場
経
済
の
原
理
を
超
越
し
よ
う
と
す
る

新
し
い
論
理
か
、
今
目
、
南
北
間
題
の
一
方
の
当
事
者
で
あ
る
南
の
諸
国
か
ら
、
一
斉
に
ふ
き
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
世
界
経
済

　
　
　
社
会
変
動
と
経
済
協
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
　
　
（
二
五
五
）



　
　
　
社
会
変
動
と
経
済
協
力

の
シ
ス
テ
ム
は
、
こ
れ
ら
の
反
経
済
的
思
考
と
激
烈
な
コ
ン
フ
リ
ク
ト
を
お
こ
す
こ
と
に
な
る
。

二
二
　
　
　
（
一
一
五
六
）

　
〔
社
会
・
経
済
的
二
ー
ズ
〕

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
事
例
を
限
ら
れ
た
資
料
か
ら
考
察
す
る
限
り
、
工
業
化
一
〇
年
の
今
日
、
な
お
も
在
来
規
制
の
諸
要
因
の
栓
楷
の
下
に
あ
つ

て
、
工
業
化
の
円
滑
な
発
展
が
阻
止
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
全
国
的
な
流
通
経
済
（
商
業
化
）
の
水
準
、
流
通
経
済
の
滲
透
に
必
要

な
運
輸
、
港
湾
、
道
路
、
貨
幣
、
信
用
制
度
、
単
一
言
語
、
識
字
率
、
情
報
伝
達
網
の
全
国
的
確
立
、
さ
ら
に
、
国
家
の
統
治
機
構
と
そ
の
能
率

化
水
準
等
、
わ
が
国
の
明
治
期
工
業
化
開
始
の
時
点
と
比
較
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
在
来
状
況
は
明
ら
か
に
異
質
の
よ
う
に
考
え
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

る
。
そ
れ
を
安
土
・
桃
山
的
状
況
と
み
る
か
ど
う
か
は
言
葉
の
綾
に
過
ぎ
な
い
が
、
少
く
と
も
、
明
治
期
に
わ
が
国
が
直
面
し
た
在
来
状
況
よ
り

は
厳
し
い
状
況
の
も
と
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
工
業
化
が
始
動
し
は
じ
め
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
一
〇
年
の
工
業
化
は
、
ま
た
、
そ
の
間
に
貧
富
の
格
差
、
華
人
問
題
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
の
都
市
問
題
等
、
国
内
的
矛
盾
の
噴
出

に
直
面
し
て
き
た
。
そ
こ
で
、
今
目
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
社
会
・
経
済
的
二
ー
ズ
を
摘
出
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
基
本
的
に
は
次
の
諸
項
目
を
例
挙

す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

在
来
規
制
要
因
へ
の
対
応

①
教
育
活
動
i
一
般
教
育
の
普
及
と
充
実
。
識
字
率
の
向
上
。
下
級
技
術
者
、
管
理
者
訓
練
の
拡
大
と
充
実
。
プ
リ
ブ
、
・
・
系
企
業
者
の
育

　
　
成
と
訓
練
。

②
イ
ン
フ
ラ
・
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
ー
の
整
備
－
船
舶
、
港
湾
、
道
路
、
鉄
道
、
運
輸
全
般
の
整
備
。
都
市
部
上
下
水
道
、
衛
生
設
備
、
都

　
　
市
交
通
網
の
整
備
。
主
要
河
川
水
資
源
開
発
、
治
水
、
水
力
発
電
、
架
橋
。
通
信
、
マ
イ
ク
ロ
回
線
、
電
信
網
の
拡
充
。



衝
撃
要
因
へ
の
対
応

①
人
口
問
題
－
人
口
抑
制
政
策
の
実
施
。
人
口
再
配
置
計
画
（
と
く
に
ジ
ャ
ワ
本
島
か
ら
周
辺
外
領
地
へ
の
計
画
的
移
住
）

②
都
市
化
対
策
－
都
市
計
画
、
都
市
交
通
、
住
宅
計
画
の
拡
充
と
実
施
。
医
療
設
備
の
拡
充
。

③
プ
リ
ブ
ミ
系
対
華
系
人
企
業
者
の
融
和
ー
両
者
の
関
係
の
再
検
討
と
現
実
的
施
策
の
立
案
。

ω
弱
者
救
済
対
策
－
民
生
安
定
施
策
一
般
。

の
実
施
。

　
と
こ
ろ
で
、
紀
元
二
〇
〇
〇
年
に
向
つ
て
の
未
来
展
望
に
も
と
づ
い
て
指
摘
さ
れ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
側
の
社
会
・
経
済
的
二
ー
ズ
は
、
O
人

口
抑
制
、
⇔
食
糧
増
産
（
稲
作
と
漁
業
の
開
発
）
、
㊧
イ
ン
フ
ラ
・
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
ー
の
充
実
（
と
く
に
海
運
、
倉
庫
、
食
糧
加
工
設
備
）
、
㊨
国
土
計

画
（
都
市
計
画
、
住
宅
計
画
、
学
校
施
設
、
教
員
養
成
計
画
）
、
㈲
医
療
施
設
（
医
師
、
看
護
婦
、
病
院
設
備
）
、
の
諸
項
目
を
最
重
要
の
も
の
と
し
て
例
挙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
九
八
○
年
代
後
半
ま
で
に
、
農
業
重
点
型
か
ら
資
源
開
発
型
産
業
構
造
へ
の
転
換
が
お
こ
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
未
来
展
望
か
ら
す
れ
ば
、
今
後
の
わ
が
国
の
当
該
国
に
た
い
す
る
経
済
協
力
の
最
適
領
域
も
自
か
ら
明
ら
か
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
側
の
未
来
計
画
は
紀
元
二
〇
〇
〇
年
の
時
点
で
国
民
一
人
当
り
年
間
所
得
四
六
一
米
ド
ル
、
低
所
得
層
で
二
〇
八
米
ド
ル
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

達
す
る
所
得
四
倍
増
計
画
が
検
討
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
oo
＝
ヨ
一
窪
o
U
一
〇
一
〇
ぽ
毘
幹
岳
仁
ヨ
o
㍉
§
織
§
塁
皆
S
§
ミ
勢
S
鳶
憲
ミ
い
も
q
も
こ
巴
（
鶏
罫
零
ぴ
毎
卑
q
一
零
μ
（
冨
一
ヨ
Φ
ρ
）
℃
P
鎚

　
（
2
）
図
σ
一
α
‘
ワ
葵

　
（
3
）
ω
匹
言
①
き
ρ
≦
自
帥
β
＾
．
↓
ぎ
9
一
器
ω
Φ
霞
8
葺
風
．
、
ぎ
寄
浮
竃
。
＜
2
（
痒
）
＼
ミ
§
鴨
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一
Φ
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巳
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邑
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コ
z
薯
臣
〈
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算
一
8
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マ
O
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（
4
）
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辱
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．
ト
さ
㌦
ミ
誉
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ミ
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鶏
§
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§
・
り
」
ミ
§
恥
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ミ
．
㌔
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な
3
ω
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魯
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0
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憲
窪
8
8
、
、
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Y
峯
昌
＆
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oo
一
窪
魯
一
〇
房
冒
ω
o
庫
誓
8
鴇
》
巴
”
、
．
鳩
o
吋
α
q
”
巳
N
8
げ
団
論
ω
》
一
国
r
一
〇
謹
愉
℃
P
一
？
一
N

　
（
5
）
　
飯
田
経
夫
『
援
助
す
る
国
さ
れ
る
国
』
（
日
経
新
書
）
　
昭
和
四
九
年
　
七
三
頁
。

　
（
6
）
oo
ロ
日
一
賃
o
U
一
〇
一
呂
区
篤
仁
霊
ヨ
o
も
＞
噂
ミ
‘
マ
旨

　
　
　
社
会
変
動
と
経
済
協
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
　
　
（
二
五
七
）



　
　
社
会
変
動
と
経
済
協
力

（
7
）
一
び
一
α
‘
P
8
●

V

フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
の
工
業
化
過
程

二
四
　
　
（
一
一
五
八
）

　
〔
工
業
化
過
程
の
概
略
〕

　
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
の
工
業
化
は
、
普
通
、
一
九
四
九
年
の
為
替
管
理
、
輪
入
統
制
の
実
施
を
も
つ
て
開
始
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
工

業
化
初
期
の
五
年
間
に
、
製
造
業
は
年
間
十
二
％
の
成
長
率
、
国
民
総
生
産
（
G
N
p
）
で
九
・
五
％
の
上
昇
が
み
ら
れ
た
。
以
来
、
一
九
五
〇

　
　
　
ア
く
ル
ゾ
ル
子
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ネ
ジ
γ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〒
ポ
Y
シ
塁
マ
妻
丁
　
　
　
　
（
1
）

年
代
（
企
業
家
の
時
代
）
、
一
九
六
〇
年
代
（
経
営
者
の
時
代
）
、
一
九
七
〇
年
代
（
巨
大
企
業
経
営
者
の
時
代
）
を
へ
、
今
目
、
工
業
化
開
始
後
す
で
に

四
分
の
一
世
紀
を
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
わ
が
国
の
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
に
た
い
す
る
経
済
協
力
も
、
一
九
五
六
年
の
賠
償
協
定
締
結
以
来
す
で

に
二
〇
年
に
近
づ
こ
う
と
し
て
い
る
。

　
工
業
化
開
始
の
最
初
の
二
〇
年
間
は
、
と
り
わ
け
、
急
激
な
人
口
増
加
（
年
平
均
三
％
1
一
九
六
〇
年
代
）
と
人
口
移
動
、
　
お
よ
び
高
い
失
業
率

（
七
・
五
％
i
一
九
六
〇
年
代
）
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
間
、
高
い
経
済
成
長
率
（
年
平
均
六
勿
－
一
九
六
〇
年
代
）
を
達
成
し
つ
つ
も
、
貧
富
の
格
差

を
劇
的
に
増
大
さ
せ
て
き
た
。
格
差
の
増
大
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
工
業
化
開
始
時
点
で
の
在
来
構
造
に
原
因
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
ス
ペ
イ

ン
統
治
下
の
土
地
所
有
制
度
に
よ
つ
て
進
行
し
た
大
地
主
ー
小
農
耕
作
者
の
歴
史
的
な
二
極
分
裂
構
造
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
伝
統
的
な
土
地
制
度
は
、
独
立
後
の
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
共
和
国
に
と
つ
て
も
、
一
九
六
三
年
以
来
の
農
地
改
革
法
の
実
施
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
根

本
的
な
解
決
を
み
る
に
い
た
ら
な
か
つ
た
。
し
た
が
つ
て
、
工
業
化
に
よ
る
冨
の
再
配
分
は
、
主
と
し
て
大
土
地
所
有
者
を
中
心
と
す
る
財
閥
に

よ
つ
て
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
事
実
、
最
高
所
得
層
（
全
国
世
帯
の
五
％
）
は
、
国
民
総
所
得
の
二
七
％
を
一
九
五
六
年
に
取
得
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

て
い
た
が
、
一
九
六
一
年
に
は
そ
の
二
八
・
九
％
を
取
得
す
る
に
い
た
つ
て
い
る
。

　
一
九
七
二
年
の
マ
ル
コ
ス
体
制
に
よ
る
戒
厳
令
の
布
告
は
、
農
地
解
放
を
バ
ネ
と
す
る
富
の
公
正
な
再
配
分
と
国
内
治
安
の
根
本
的
改
善
を
目



指
し
た
、
と
い
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
戒
厳
令
布
告
三
周
年
を
記
念
し
た
本
年
九
月
二
〇
日
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
当
局
は
、
国
民
総
生
産
（
G
N
p
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

は
こ
の
三
年
間
に
年
平
均
七
％
伸
び
、
貿
易
収
支
と
外
貨
事
情
も
著
し
ぐ
好
転
し
た
と
発
表
し
た
。
し
か
し
、
経
済
成
長
に
よ
つ
て
得
た
富
と
利

益
の
配
分
は
、
決
し
て
貧
し
い
大
衆
に
ま
で
十
分
に
と
ど
い
て
い
な
い
、
と
政
府
当
局
が
認
め
て
い
る
。
マ
ル
コ
ス
体
制
が
追
放
し
た
か
つ
て
の

古
い
支
配
階
級
に
か
わ
つ
て
役
人
と
い
う
新
し
い
特
権
階
級
が
、
戒
厳
令
体
制
か
ら
甘
い
汁
を
吸
つ
て
き
た
と
マ
ル
コ
ス
大
統
領
自
身
が
公
開
の

席
で
非
難
し
た
の
で
あ
る
。
中
央
集
権
化
し
た
官
僚
政
治
は
、
行
政
の
機
能
的
遂
行
に
必
要
で
あ
る
と
同
時
に
、
大
量
汚
職
の
温
床
に
も
な
り
得

る
危
険
性
を
示
め
し
て
い
る
。

　
〔
工
業
化
の
衝
撃
力
〕

　
工
業
化
二
五
年
を
経
過
し
た
今
日
の
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
は
、
初
期
二
〇
年
問
と
は
質
的
に
相
違
す
る
新
し
い
状
況
に
移
行
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
考

え
ら
れ
る
。
そ
の
基
本
的
な
要
因
は
、
第
一
に
国
民
総
生
産
（
G
N
P
）
に
占
め
る
製
造
業
比
率
の
変
化
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
九
五
〇
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

（
一
一
％
）
か
ら
一
九
六
〇
年
（
一
九
％
）
、
お
よ
び
一
九
八
○
年
（
三
〇
％
ー
推
定
）
に
か
け
て
の
変
化
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
数
値
の
も

つ
意
味
は
、
変
動
分
析
に
と
つ
て
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
．
有
史
以
来
そ
の
生
活
基
盤
で
あ
つ
た
農
村
共
同
体
か
ら
人
び
と
は
、
短
期
集
中
的
に

非
農
業
部
門
へ
移
動
し
は
じ
め
て
い
る
こ
と
を
示
め
し
て
い
る
。
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
側
の
推
定
に
よ
れ
ば
、
一
九
八
○
年
総
労
働
人
口
の
五
〇
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

（
約
一
〇
〇
〇
万
）
は
不
可
避
的
に
非
農
業
セ
ク
タ
ー
に
雇
用
を
求
め
る
こ
と
に
な
る
。
大
規
模
な
社
会
移
動
は
、
当
然
、
農
村
共
同
体
内
部
の
伝

統
的
生
活
様
式
を
変
化
さ
せ
、
都
市
生
活
圏
に
お
け
る
社
会
的
混
乱
状
態
を
ひ
ぎ
お
こ
し
易
い
。

　
工
業
化
の
進
行
は
、
ま
た
、
人
び
と
の
生
活
様
式
を
「
市
場
指
向
型
」
に
変
化
さ
せ
る
。
市
場
指
向
型
生
活
様
式
は
、
次
に
人
び
と
の
就
学

率
、
識
字
率
の
変
化
に
連
動
す
る
。
同
じ
く
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
側
の
推
定
に
よ
れ
ば
、
識
字
率
（
七
－
二
二
才
の
就
学
率
）
は
七
二
％
（
一
九
六
〇
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

か
ら
九
五
％
（
一
九
八
O
年
）
に
上
昇
す
る
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
市
場
指
向
型
は
、
さ
ら
に
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
普
及
率
（
七
五
％
1
一
九

　
　
　
社
会
変
動
と
経
済
協
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
　
　
（
工
五
九
）



　
　
　
社
会
変
動
と
経
済
協
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
　
　
（
二
六
〇
）

八
○
年
）
を
高
め
る
と
同
時
に
、
メ
デ
ィ
ア
の
普
及
に
よ
つ
て
逆
に
都
市
的
、
市
場
指
向
的
生
活
様
式
を
全
国
的
に
普
及
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

　
工
業
化
の
急
激
な
発
展
は
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
の
社
会
階
層
に
も
決
定
的
な
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
一
方
で
は
事
実
と
し
て
の
貧
富
の
格
差
を

幾
何
級
数
的
に
増
大
さ
せ
な
が
ら
、
他
方
で
は
理
念
と
し
て
の
平
等
原
理
を
大
衆
一
般
に
植
え
つ
け
る
こ
と
に
な
る
。
理
念
と
現
実
の
乖
離
は
必

然
的
に
社
会
不
安
を
生
み
出
す
培
養
基
と
な
る
。
一
九
七
二
年
の
戒
厳
令
布
告
は
、
こ
の
種
の
社
会
不
安
に
た
い
す
る
応
答
の
一
つ
の
あ
ら
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ユ
ヨ
　
ソ
サ
ェ
テ
ィ

と
み
て
よ
い
。
そ
こ
に
み
ら
れ
る
「
成
長
指
向
型
」
か
ら
「
平
等
指
向
型
」
へ
の
転
換
、
も
し
く
は
両
者
の
最
適
併
存
を
唱
導
し
た
『
新
社
会
』

建
設
運
動
は
、
そ
の
端
的
な
表
現
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
、
新
社
会
建
設
計
画
の
部
分
的
挫
折
は
、
こ
の
種
の
社
会
不
安
が
将
来
と
も

燃
ぶ
り
続
け
る
高
い
可
能
性
を
示
め
し
て
い
る
。

　
最
後
に
、
二
五
年
間
の
工
業
化
は
、
教
育
の
普
及
、
生
活
水
準
の
相
対
的
向
上
、
市
場
指
向
的
消
費
生
活
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
効
果
等

に
よ
つ
て
、
良
質
の
意
欲
的
な
労
働
力
、
優
れ
た
中
問
管
理
層
、
国
際
的
レ
ベ
ル
の
専
門
経
営
者
層
を
生
み
出
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の

変
化
は
同
時
に
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
の
広
範
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
．
ス
ム
の
高
揚
と
し
て
定
着
し
つ
っ
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

　
〔
在
来
規
制
要
因
〕

　
工
業
化
の
進
行
の
も
と
で
急
速
に
変
化
し
な
が
ら
も
、
今
日
な
お
工
業
化
の
推
進
に
逆
機
能
的
な
存
在
と
な
つ
て
い
る
在
来
要
因
は
少
く
な

い
。　

農
業
の
側
面
で
は
、
数
次
に
わ
た
る
農
地
改
革
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
在
来
の
大
土
地
所
有
制
度
の
影
響
も
あ
つ
て
、
伝
統
的
な
在
来
的
農
法

は
、
大
規
模
灌
概
施
設
、
新
品
種
、
耕
作
機
械
の
導
入
に
よ
る
機
械
農
法
に
、
容
易
に
転
換
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
に
あ
る
。
わ
が
国
の
技

　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
イ
ロ
ツ
ト
ロ
フ
ア
ヨ
ム

術
協
力
に
よ
る
官
営
の
模
範
農
場
が
局
所
的
に
設
立
さ
れ
て
い
る
が
、
新
し
い
農
法
の
技
術
革
新
の
伝
播
普
及
度
は
依
然
と
し
て
低
調
で
あ
る
。

そ
の
理
由
は
恐
ら
く
、
O
地
域
開
発
計
画
の
遅
れ
、
⇔
都
市
農
村
問
の
運
輸
交
通
手
段
の
非
能
率
化
、
匂
農
業
部
門
所
得
の
低
さ
等
に
ょ
る
も
の



と
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
工
業
化
以
前
に
比
べ
大
幅
に
改
善
さ
れ
た
と
判
断
さ
れ
る
イ
ン
フ
ラ
・
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
ー
関
係
に
は
、
い
ま
な
お
重
大
な
欠
陥
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
く
に
、
マ
ニ
フ
市
周
辺
の
都
市
状
況
は
最
悪
の
状
態
に
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
四
八
年
か
ら
一
九
六

〇
年
に
か
け
、
都
市
人
口
増
加
は
マ
ニ
ラ
市
で
一
五
・
七
％
、
リ
サ
ー
ル
地
区
で
二
六
・
四
％
で
あ
つ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
家
屋
の
増
加
率

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

は
マ
ユ
ラ
で
二
・
七
％
、
リ
サ
ー
ル
地
区
で
八
七
％
に
過
ぎ
な
か
つ
た
と
い
わ
れ
る
。
住
宅
政
策
の
み
な
ら
ず
都
市
計
画
一
般
、
都
市
交
通
、
上

下
水
道
、
衛
生
設
備
、
医
療
設
備
等
、
在
来
条
件
の
不
備
は
工
業
化
の
テ
ン
ポ
に
つ
ね
に
遅
れ
を
示
め
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
が
多
人
種
国
家
、
多
島
国
家
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
全
国
的
な
地
域
開
発
計
画
の
遅
れ
も
あ
つ
て
、
今
日
の
当
該
国

の
工
業
化
と
国
家
的
統
合
の
一
つ
の
深
刻
な
足
枷
と
な
つ
て
い
る
。
人
種
問
、
地
域
間
の
経
済
格
差
は
、
国
家
的
統
合
を
破
綻
さ
せ
る
危
険
が

あ
る
。
今
日
の
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
周
辺
で
発
生
し
て
い
る
回
教
徒
問
題
を
み
れ
ば
、
そ
の
間
の
事
情
は
説
明
す
る
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
〔
社
会
・
経
済
的
二
ー
ズ
〕

　
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
の
事
例
を
限
ら
れ
た
資
料
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
当
該
国
の
工
業
化
の
現
状
は
、
在
来
規
制
要
因
と
工
業
化
の
衝
撃
力
の
、
ま

さ
に
複
合
化
し
た
混
沌
的
状
況
の
も
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
工
業
化
二
五
年
の
歴
史
は
、
一
世
代
（
三
〇
年
）
の
世
代
交
替
の
近
い
こ
と
を

示
め
し
て
い
る
。
工
業
化
に
指
向
し
た
一
九
五
〇
年
代
初
期
の
激
変
期
に
成
長
し
た
世
代
は
、
工
業
化
以
前
に
成
長
し
た
世
代
と
異
つ
た
価
値
観

を
持
つ
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
ま
た
、
初
期
工
業
化
の
都
市
で
生
ま
れ
た
世
代
は
、
地
方
共
同
体
で
育
つ
た
同
世
代
と
は
異
つ

た
人
生
観
を
い
だ
く
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
今
目
、
都
市
型
人
口
が
着
実
に
増
加
し
て
い
る
の
が
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
の
現
状
で
あ
る
。

　
工
業
化
過
程
で
発
生
し
た
社
会
的
矛
盾
の
最
大
の
も
の
は
、
経
済
的
富
の
配
分
を
め
ぐ
る
不
平
等
性
そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
マ
ル
コ
ス
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

制
は
、
戒
厳
令
布
告
以
来
、
国
家
政
策
の
基
本
を
『
社
会
的
平
等
』
の
執
行
に
お
く
と
世
界
に
宣
言
し
て
い
る
。
状
況
は
き
わ
め
て
政
治
的
で
あ
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八
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二
六
二
）

り
か
つ
所
得
配
分
に
関
す
る
方
法
論
上
の
間
題
で
揺
れ
動
い
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
今
日
の
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
の
社
会
・
経
済
的
二
ー
ズ
を
摘
出
し
よ
う
と
す
る
と
、
配
分
す
べ
き
パ
イ
（
経
済
成
長
）
の
拡
大
を
目
標
と

し
な
が
ら
、
基
本
的
に
は
次
の
諸
項
目
を
例
挙
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
在
来
規
制
要
因
へ
の
対
応

　
ω
教
育
活
動
ー
一
般
教
育
の
普
及
と
充
実
、
と
く
に
社
会
的
公
正
お
よ
び
人
種
的
融
合
に
つ
い
て
の
道
徳
教
育
の
深
化
。

　
②
イ
ン
フ
ラ
・
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
ー
の
整
備
1
と
く
に
都
市
農
村
を
連
結
す
る
運
輸
網
一
般
の
整
備
。

　
⑥
農
業
技
術
の
改
革
－
灌
概
施
設
、
農
機
具
、
種
子
、
農
法
等
稲
作
開
発
の
改
善
。

　
衝
撃
要
因
へ
の
対
応

　
ω
都
市
化
対
策
－
都
市
計
画
、
都
市
交
通
、
住
宅
計
画
、
と
く
に
マ
ニ
ラ
地
区
上
下
水
道
お
よ
び
治
水
計
画
の
拡
充
と
実
施
。

　
②
弱
者
救
済
対
策
　
　
民
生
安
定
施
策
一
般
。

　
③
人
口
問
題
ー
人
口
抑
制
政
策
の
実
施
。

　
今
後
の
わ
が
国
の
フ
ィ
リ
ヅ
ピ
ン
に
対
す
る
経
済
協
力
の
最
適
領
域
も
、
右
の
諸
項
目
か
ら
選
択
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
過
去
十
年
間
の

わ
が
国
の
経
済
協
力
、
と
り
わ
け
政
府
開
発
援
助
は
、
右
に
述
べ
た
諸
領
域
を
広
く
カ
バ
ー
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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本
稿
で
取
り
上
げ
た
問
題
は
、
e
開
発
途
上
国
を
含
む
す
べ
て
の
工
業
化
指
向
国
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
特
殊
な
歴
史
的
文
化
的
条
件
の
も
と

で
独
自
の
在
来
要
因
に
拘
束
さ
れ
な
か
ら
、
し
か
も
同
時
に
工
業
化
過
程
の
一
連
の
衝
撃
力
に
影
響
さ
れ
な
が
ら
絶
え
間
な
く
変
動
し
つ
つ
あ
る

事
実
を
指
摘
し
、
⇔
二
国
間
経
済
協
力
は
工
業
化
過
程
で
生
じ
る
相
手
国
側
の
社
会
・
経
済
的
二
ー
ズ
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
の
必
要
性

を
強
調
す
る
こ
と
に
あ
つ
た
。
そ
の
意
味
で
、
社
会
変
動
の
理
論
は
、
経
済
協
力
政
策
策
定
の
際
の
基
礎
理
論
に
該
当
す
る
事
実
を
明
ら
か
に
し

よ
う
と
試
み
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
社
会
変
動
の
理
論
が
問
題
と
す
る
一
国
国
家
社
会
の
変
動
の
法
則
は
、
厳
密
な
意
味
で
の
科
学
的
客
観
性
の
基
準
か
ら
す
れ
ば
、
す
で
に
適
確

に
解
明
さ
れ
た
と
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
激
変
す
る
今
目
の
工
業
化
社
会
に
生
き
る
わ
れ
わ
れ
は
、
安
田
三
郎
氏
も
指
摘
す
る

　
（
1
）

よ
う
に
、
間
題
の
解
明
が
緊
急
か
つ
不
可
避
で
あ
る
だ
け
に
、
多
少
と
も
哲
学
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
態
に
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
も

と
に
あ
つ
て
．
筆
者
は
、
少
し
で
も
よ
り
多
く
の
科
学
的
客
観
性
を
求
め
な
が
ら
、
今
日
の
社
会
変
動
論
の
構
想
の
も
と
に
経
済
協
力
の
問
題
を
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社
会
変
動
と
経
済
協
力

取
り
上
げ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
安
田
三
郎
（
編
）
『
原
典
に
よ
る
社
会
学
の
歩
み
』
（
講
談
社

昭
和
四
九
年
）
三
三
頁
。

三
〇
　
　
（
一
一
六
四
）

（
一
九
七
五
年
九
月
二
〇
日
　
脱
稿
）


